
十
月
二
十
四
日
（
金
）
、
一
・
二
年
生
及
び
一
・

二
学
年
保
護
者
を
対
象
に
進
路
講
演
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
講
師
に(

株)

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

九
州
支
社
高
校
事
業
部
「
劉

耕
助
」
氏
を
お
招
き

し
、
「
希
望
進
路
実
現
に
向
け
て
」
と
い
う
演
題
で

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各クラス担任の熱い思いがこ

もった学級ＰＴＡの１コマ。保

護者の皆様にも伝わったはず。

「逃げた先には，取り返しのつか

ない後悔が残る。」とのメッセージ

をしっかり受け止めました。

九
月
二
十
六
日(

金)

、
第
六
十
七
期
生
の
セ
ン
タ

ー
試
験
出
願
式
を
体
育
館
に
て
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
今
村
校
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
進
路
指
導

部
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
各
学
級
代
表
と
担
任
・
副

担
任
が
、
恒
例
の
だ
る
ま
の
目
の
書
き
入
れ
を
し
、

生
徒
代
表
「
今

釜
健
士
郎
」
君

(

田
崎
中
出
身)

と
「
有
村
あ
お

い
」
さ
ん
（
細

山
田
中
出
身
）

の
二
人
が
力
強

く
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
職

員
代
表
及
び
大

山
三
学
年
主
任

か
ら
の
激
励
に

続
き
、
体
育
祭

応
援
団
長
園
内

智
成
君
（
第
一

鹿
屋
中
出
身
）

の
エ
ー
ル
で
締

め
く
く
り
ま
し

た
。

第
六
十

七
期
生
の
健
闘

を
祈
る
！
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第８０号
平成２６年

１０月３０日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

「
希
望
進
路
実
現
に
向
け
て
」

一
・
二
学
年
進
路
講
演
会
開
催

主
な
行
事
予
定

十
一
月
（
霜
月
）

一
日
（
土
）「
か
ご
し
ま
の
教
育
」

県
民
週
間
［
～
七
日
］

進
研
模
試
（
一
・
二
年
）

二
日
（
日
）
進
研
模
試
（
二
年
）

五
日
（
水
）
芸
術
鑑
賞
会

八
日
（
土
）
三
星
道
場
⑦

進
研
駿
台
マ
ー
ク
模
試

（
三
年
）

［
～
九
日
］

一
三
日
（
木
）
県
美
術
工
芸
教
育
研
究
大
会

会
場
校

［
～
一
四
日
］

一
八
日
（
火
）
修
学
旅
行
［
～
二
一
日
］

二
〇
日
（
木
）
三
年
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

三
年
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

二
一
日
（
金
）
野
外
実
習
（
一
年
）

二
二
日
（
土
）
代
ゼ
ミ
記
述
模
試
（
三
年
）

二
六
日
（
水
）
防
災
訓
練

二
八
日
（
金
）
期
末
考
査[

～
一
二
月
三
日]

※
都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
の
場
合
あ
り
。

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
目
指
せ
「
文
武
両
道
」
～

全
九
州
や
全
国
の
場
で
も

大
活
躍
の
選
手
達
！

【
国
民
体
育
大
会

第
７
位
】

少
年
男
子
舵
手
付
き
ク
オ
ド
ル
プ
ル

（
県
選
抜
）

・
江
島

航
（
三
年

鹿
屋
東
）

・
若
松

亮
太
（
三
年

鹿
屋
東
）

【
全
九
州
高
校
新
人
カ
ヌ
ー
】

カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル

第
１
位

・
前
田

将
宏
（
一
年

吾
平
）

【
全
九
州
高
校
新
人
水
泳
】

２
０
０
Ｍ
自
由
形

第
２
位

１
０
０
Ｍ
自
由
形

第
４
位

・
荻
田

早
希
（
一
年

第
一
鹿
屋
）

【
県
高
校
新
人
水
泳
】

１
０
０
Ｍ
背
泳
ぎ

第
２
位

２
０
０
Ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

・
久
和

史
弥
（
二
年

第
一
鹿
屋
）

１
０
０
Ｍ
自
由
形

第
３
位

２
０
０
Ｍ
自
由
形

第
１
位

・
荻
田

早
希
（
一
年

第
一
鹿
屋
）

５
０
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
３
位

・
竹
野

日
奈
子
（
二
年

鹿
屋
東
）

２
０
０
Ｍ
リ
レ
ー

第
３
位

荻
田
・
竹
野
・
宮
里
・
吉
﨑

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

願
書
出
願
式
！

幸
運
を
祈
る

地
域
が
育
む

「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間
に
お
け
る

授
業
参
観
の
御
案
内

一
一
月
一
日
～
七
日
の
七
日
間
（
土
日
・
祝
日
は

除
く
。
）
は
、
本
校
の
日
常
の
授
業
等
を
公
開
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
鹿
屋
高
校
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。



中
間
考
査
最
終
日
の
十
月
十
日
（
金
）、
二
年

生
が
普
段
登
下
校
し
て
い
る
学
校
周
辺
の
市
街
地
を

九
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

本
校
で
は
鹿
屋
市
街
地
の
奉
仕
作
業
（
ゴ
ミ
拾
い

等
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
美
化
意
識
を
高
め

地
域
に
貢
献
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

全
学
年
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
一
学
期
に

は
三
年
生
が
実
施
し
て
お
り
、
一
年
生
は
三
学
期
の

予
定
で
す
。

集中するあまり，危険も

顧みず ・・・。

最後の分別までが作業です。

十
月
十
四
日
（
火
）、
交
通
安
全
モ
ニ
タ
ー
の
方

々
と
本
校
交
通
委
員
が
一
緒
に
、
各
自
転
車
置
き
場

に
て
施
錠
等
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
本
年
度
、
本
校

が
防
犯
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
防
犯
意
識
向
上
の
取
組
の
一
環
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

チェックシートをもとに，各学級の

自転車を調べていきました。残念。未施錠でした。

図書館にて説明中 身に余るお礼の言葉でした。

【
編
集
後
記
】

十
月
八
日
（
水
）
、
皆
既
月
食
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
枚
目
の
写
真
は
前
日
の
七
日
に
２
棟
西
側
化
学
室

前
か
ら
「
徒
然
の
森
」
越
し
に
写
し
た
も
の
。
こ
ん

な
に
明
る
い
は
ず
の
月
が
、
午
後
八
時
頃
に
は
二
枚

目
の
通
り
。
神
秘
的
で
し
た
。

中央部分にオレンジ色の月。
中秋の名月！

平成２６年１０月３０日 三星の風 第８０号

ようこそ鹿屋高校へ

根占中学校の皆さん ！ １０月３日（金）４２名来校

市
街
地
清
掃
［
二
年
］

筑波大学学校現場訪問 橋口祐典君
教職を目指す学生の支援の一環として，教育実習

とは別に企画する大学が増えています。今年度は，

筑波大学の他に岡山大学からの訪問もありました。

橋口君は数学専攻。１年生で習う整数論が３年生

の入試演習でどのように生かされているか研究して

いました。

自
転
車
防
犯
チ
ェ
ッ
ク


